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R5-08 データの保存 

 これまで何度となくデータ保存についてお話しておりますので皆さん十分な知識をお持ちとは思いま

すがデータを保存する方法として最初に出たのが紙テープだったということをご存じですか。 

「鑽孔テープ」（さんこうテープ）や「穿孔テープ」（せんこうテープ）

とも呼ばれるコンピュータの情報を記録するために使われた紙媒体で

テレックス用の鑽孔テープは最初の情報用紙といわれており、パンチカ

ード（統計機カード）などとともに初期の情報用紙の一種とされます。 

現在はもう過去のものなので詳しい説明は省きますが歴史の一部として記憶ください。（40 数年前私

がクレジット会社時代にはデジタル化の最初として短い期間でしたが利用されておりました） 

 

１ 記憶媒体の変遷  

おおまかに分類すると下記のようになります。 

 ㋑カセットテープ：家庭用としての PC が出はじめた MZ80 をご存じの方は起動用としてもカセ

ットからの OS 読み込みがあったことをご存じとおもいます。 

 ㋺フロッピーディスク（FD）：5 インチ、８インチが長いことデータ記録用として活用された。 

 ㋩ビデオテープ： 画像記録用として VHS とベータが競合したものでデータ保存には使用されま

せんでした。 

 ㋥コンパクトディスク（ＣＤ）ミニディスク（MD）：MD は姿を消したが DVD、Blu-ray へと 

         幅が広がっています。 

 ㋭フラッシュメモリ（半導体メモリ）ＳＤカード：多くの派生機器を生み出しております。 

 ㋬USB メモリ： 最も広く現在は利用されており、スティック型のほか多くの名前に発展。 

 ㋣ハードディスク（HD）、ソリッドステート（SS）：現在 SSDが主流化しており、内蔵型がノー

ト PC に採用されるほか外付けのものが多様化されております。 

それぞれの形状を下記に示します 
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２ デバイスとしての要素 

 はじめにデバイスとは. 私たちが日頃使っているパソコン・タブレット・スマートフォンや、それ

らと接続して使う装置の総称です。ここでは前項で示した記憶媒体を処理する機器と考えてくださ

い。XX ドライブとも言うことができます。 

 USB とは、「Universal Serial Bus」（ユニバーサル・シリアル・バス）の頭文字を取った規格の

ことです。最近のパソコンにはほとんど、USBコネクターを接続できるポートが搭載されています。 

最初に登場したのは「USB1.0」ですが、電源管理などの面が改善された「USB1.1」が、また 2000

年 4 月に登場した「USB2.0」は、転送速度が 480Mbps（USB1.1 の約 40 倍）へと大きく向上

し、2008 年 11 月には「USB3.0」が登場。転送速度は 5Gbps とUSB2.0 の約 10 倍のスピー

ドになっています。さらに、2013 年 7 月には転送速度 10Gbps の「USB3.1」が登場。2017

年 9 月には転送速度 20Gbps の「USB3.2」も発表されました。なお、USB3.0 以降は基本的に

コネクターの内部が青くなっており、USB2.0 以前と区別が可能です。 

 作成した文書など Kb 単位のデータでは処理速度を気にしませんが、動画などではデータ容量が

ＭｂやＧｂと大きくなるためＵＳＢは 3.0 や 3.1 を必要とすることになります。 

USB3.0対応のメディアを 2.0の端子につないでも2.0で動きますのであまり気にしないで使用す

ることが多いと思われますが、自分の PC の USB 接続口はどれが 2.0 で、どれが 3.0（又は 3.1）

であるかを知っておくことは必要です。 

 

３ 寿命と安全性 

 メディア自体の故障よりも保存場所が分からないと言うトラブルが最近は増えております。保存

をする際フォルダ管理を取り入れることをお勧めするとともに外付け SSD の採用を推奨したいと

思います。また取り扱いに対してノート PC を使う方が多いですが、不用意に PC を動かしたとき

スティックタイプの USB メモリ（SSD メモリも同様）が根元の折損で使用不能となるトラブルが

考えられるのでコードで接続するタイプのものを選択することをお勧めします。 

下記はヨドバシカメラの Web 通販の販売事例です。 
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４ 保存先を再確認 

前項ではデバイスとしての安全な保存を考えましたが、手元で完全な保存を考えるには限度もあ

ります。その第一が昔安全と思って保存した MD の写真や文書などが音楽主体の利用に変わり現在

MD デバイスは PC には付属せず、音楽再生用としてのみ入手可能と言うことでデータ再生用は入手

が困難で再生が出来ないということも実際に起きております。またフロッピーディスクはわずかで

はありますが単体での購入は可能です。 

こうしたことからデータ保存の考え方を検討する必要と考えます。 

 ・保存先（メディア種類）の選択 

 ・セキュリティを考慮 

 ・フォルダ管理は必ず実行 

 ・個人情報管理は独立メディアでパスワード付き 

・定期的なデータ確認 

 

５ 新たなメディア（保存先）の検討 

尤も一般的な保存先は C ドライブにあるドキュメント、ピクチャー、ビデオを選択することですが

データ量が大きくなると Win の起動ファイルやデータ読み込みの処理速度に影響するため今日のよ

うな多量のデータを保存するには不向きと言えます。 

 今日では作成したデータ保存用として第一にクラウド保存が推奨されており、Microsoft は One 

Drive をオンラインストレージの基本として推奨しております。 

 しかしいつでもどこでもデータの利用が可能と言うことはセキュリティ面からすると ID とパスワ

ードだけでデータを見られることなので個人情報は絶対に避けなければならない点です。 

 近年はドライブが HDD から SSD に変わってきているため影響は少なくなっておりますが、もう

一つ重要な要因として PC の不具合から起動しないなどのトラブルの時にデータの再現が出来なく

なる危険性も考慮する必要があります。そのためデータ保管は基本的に外部メディアに保存するこ

とを原則として考慮することをお勧めしたいと考えます。 

㋑ USB スティックメモリ 

差し込み口は弱いので抜き差しや PC にセットしたままの移動は折損の危険性が高い 

パスワード設定可能なものの一例を Amazon の Web から転載しますのでご参考にして下さい。 
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㋺ 外付け SSD メモリ 

最近は大容量のものが安い価格で入手できるようになっておりますが取り扱いのしやすさから

言えば 250～500Gb 程度がお勧めです。Amazon のWeb から一例を下図に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㋩ DVD ディスクメモリ 

近年ノート PC は薄型傾聴に移行しているため DVD ドライブが付属していないケースが増えて

います。自分で DVD 保存する機会も少なくなっているため利用の主目的は音楽や映画など保存

済みディスクを鑑賞することが主眼となっているため自分で作成することは少なく省略します。 

㋥ SD カードメモリ 

SD カードを暗号化すると、以下のようなメリットがあります。 

盗難や紛失などによる情報漏洩のリスクを低減できる。暗号化された SD カードは、外部からア

クセスできず、安全性が高く暗号化された SD カードは、パスワードなどの認証情報を入力しな

いと使用できないため、セキュリティが強化される。 

ただし注意点として暗号化はカードを紛失した場合、復元ができないため、注意が必要です。 

㋭ クラウド保存 

インターネットなどのネットワークに接続された PC やサーバーにあるストレージ（保管場所）

にファイルを格納し、どこにいても同じファイルにアクセスできるのが特徴です。外出先からフ

ァイルにアクセスしたい場合や、遠隔地にいる相手にファイルを送りたい場合にも便利です。 

当然ながら On Line 状態が無い場合は利用できません。 

代表的なオンラインストレージには Google Drive、Google の DropBox や Microsoft OneDrive

などが挙げられます。つまり、「オンラインストレージは数多くあるクラウドサービスのなかの

一種」であると考えられます。大方は無料の小規模容量から有料の大規模まであり、自由に選択

できますが暗号化を含め様々な活用が可能です。 

Win10 に標準装備されている OneDrive も活用している人は意外と少ないようです。 

 

 


